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ミッシング・リンク
　　　　　としての女性問題
　一シモーヌ・ヴェイユの場合
宮澤邦子
　編集部の方からシモーヌ・ヴェイユ論を書いて
みないかとのおずすめをいただいた。ローマンカ
トリックとしてこの会の仲間に入れていただくに
はそれなりの葛藤を経てのことであり、聞いてい
ただきたいことや学びたいことが山積していると
　　ころなので、これはまことに有難いおすすめだっ
　　たわけだが、スケジュール的に準備が間に合わず、
　　「論」というほどのものをまとめる事ができない
　　のを心苦しく思っている。今回は覚え書き程度
　　にここ十年余り心の中に居すわっていることにっ
　　いて書かせていただきたい。自己紹介をかねて。
　　　シモーヌ・ヴェイユとの出会いは、人生の大き
　　な曲り角といわれる30代の後半にローマンカトリ
　　ックに改宗して間もなくのことであった。「フラ
　　ンス文学の極北の星」とも、　「絶対の証人」とも
　　呼ばれるこの人の清例な文章と、壮絶という他な
　　い生き方と死に方とには、多くの人々と同様に、
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強い引力にひかれるようにしてひきつけられ、数
年間つかれたようにその著作に読みふけった。そ
れと平行する形でカトリックとしての生活体験を
重ねていったわけだが、その中で聖書そのものの
記述及び教会の中での聖書の説かれ方、教会生活
の慣例など、いろいろの面で女性としてどうして
も納得のいかないことに次々とぶつかり、宗教に
よる人間解放と、そこにおける女性差別とがまさ
にべイトソンのいうダブル・バインドの状況とし
て自分の身をとりまくというか、しめつけてくる
のを感じ続けていた。メアリー・デイリーが教会
を去るきっかけとなったというイタリアでの体験
について読んだときには、全く他人事とは思えな
かったものである。
　そのうち機会をえて、シモーヌ・ヴェイユの不
幸論についてまとめてみるうち、キリスト教にお
ける女性差別の問題をミッシング・リンクとして
置いてみることにより、（なぜならヴェイユはこ
α）事を問題として取りあげようとしなかったから）
「腹のたつほどに難解な」といわれる彼女の思想
がひどくつじつまの合う、ほとんど明解なものに
なるという感じから逃れられなくなった。この事
についてはいずれ稿を改めて書いてみたいと思っ
ているが、ひとことで言えば、教会という集団の
中でいわばタブーである女性差別の問題を考えて
いくときにぶつカる障害のすべてに対して、これ
とは別のテーマを扱うヴェイユの文章のどこかに
過不足ないまでにピッタりした答えがみつかって
しまう、ということなのである。
　ひとつだけ例を挙げてみたい。よくカトリック
には女性的要素が強しヒいわれる。確かにマリア
崇拝とか、母な　教会という比喩の愛好とか、女
性信者のパーセンテージが高いとか、　掌囲気的に
女性ぬきでは成り立たないのがカトリック教会の
ようにみえる。しかし又聖職者の中にはひとりの
女性もおらず、教会の重大な会議にはオブザーバ
ーとしてわずか数人の出席が認められるだけで、
重要な決定からは女性は完全に閉め出されている
というのも一一面の事実である。カトリックでは女
性が尊信されるという言い方には重要な注を付け
なければならないと常日頃思っている。つまり尊
重されるのは女性の機能　　母性とか、沈黙や服
従などのt’女性的特質”　　であって、ひとりの
人格としての女性ではないということである。
　先に人間解放と女性差別のダブル。バインドと
いったのもこれと深く係わっている。神との出会
いはひとりの人間を性別にかかわりなく、一個の
人格として喚び出すものであることがその特色で
ある。もしそうでないならそれは神との出会いで
はなく特定の集団との出会いにすぎないだろう。
だから集団の中である機能を果すだけの機械の部
品のようなものとなることを内容とする召命とい
うのは果して召命の名に勢いするのか大いに疑問
である。機械の部品というのは、思考や意志決定
の自由或は集団全体にかかわる決定権を奪われて、
単に集団の必要とする機能を果す道具ということ
である。シモーヌ・ヴェイユの好みの表現を使え
ば、そういう存在は「奴隷」ということになろう。
カトリックの女性尊重は奴隷労働によって成り立
つ社会が奴隷という存在に位置づけを与えるのに
よく似ている。このコンテクストで教会の身分制
度を擁護する論拠としてよくひき合いに出される
キリストの身体論（．コリント1、12：12以F）へ
の解答としてヴェイユは次のように言う。　「キリ
ストの神秘的体というイメージは極めて誘惑的で
あります。しかし今日このイメージに付与されて
いる重要性は、われわれの堕落のもっとも重大な
しるしの一つであると私は考えております。なぜ
ならわれわれの真の尊厳は、たとえ神秘的であろ
うと、キリストのからだであろうと、肉体の部分
であることではないからです。．」（「神を待ちのぞ
む』勤草書房、57頁）
　近代主義における人格の思想も、人権尊重の思
想もここにその根拠があると考えられる。ダブル
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・バインド状況は宗教の世界では、神秘体験或は
悟りと呼ばれるところへ“飛ばせる”働きをもっ
ことは確かなようだが、．っ間違えば（というか
これは教団にとって好ましいことかもしれないが）
集団の中へやみくもに突っこんでいくことを助長
する。それで魂の平和が得られればそれも宗教の
効用の一つということになるのだろうが、それな
ら別に宗教である必要もない。それゆえヴェイユ
は教会の敷居をまたこうとしなかった。幸い（？）
宗教人口の圧倒的に少い日本では今この問題を提
起する自由はあるようだ。しかし底無し井戸に向
って叫んでいるように反応は今の所皆無である。
　　　　くぬぎ
　　　「櫟の会」との出会い
堀川 恵
　人の出会いはやはり不思議なものだと思う。偶
然としか言いようのない出会いがあり、それによ
って、全く別の視界が拓けるのだから。もちろん
考えてみれば、すべては偶然と、言えば言えない
こともない。物事をあるがまま起こるがままに受
け容れず、すぐに原因を探ろうとするのは、原因
一結果の因果律に縛られた、私たち現代人なれば
こそかもしれない。
　　　　＊
　6月、友人から、　「フェミニズム・宗教・平和
の会」発会記念シンポジウムの案内が届いた。と
くべつ興味もなく、ほうっておいたのに、当日ふ
と思いついて出かけた。
　シンポジウムが進むにつれて、パネラー相互の
意見の対立が激しくなった。それは言ってみれば、
悪は悪としてその息の根を止めるまで徹底的に糾
弾する心性と、悪は悪ではあるがそれを全体の一．一
部として受容し限りなく広がっていく心性とのち
がい、というように私には感じられた。
　パネラーの一人、板谷翠さんは、御自分の座禅
体験を話され、友人たちと数年前から毎且一回開
　　　　くぬぎいている「櫟の会．」という座禅会の紹介をされた。
次回の会の案内も添えて。私の中で、未知のもの
に対する食指が、少しだけ動いた。
　予定時間を少しオーバーして、シンポジウムは
終わり、私は廊下を途中まで帰りがけた。そのま
ま帰れば、すべてはそれまでで、もう二度と板谷
さんに会うこともなく、「櫟の会」の人々を知る
こともなかっただろう。ところがなぜか、私は帰
りがけた廊下をひき返し、板谷さんに会った。
　実のところ、かれこれ10年近く前、私はある雑
誌のコラムで、板谷翠という名前を目にしていた。
その内容と「翠」という名前に注意をひかれて覚
えていた。挨拶をして、次回の「櫟の会」にうか
がうかもしれないと言った。このときのことを後
日板谷さんがおっしゃるには、最初どこかで会っ
たことのある人かなと思ったが、そうではないの
で、会ったのは「前世」でだったのだろうと思っ
た、というのである。私の方はまだ迷っていたの
に、板谷さんの方では、「この人、櫟の会に来る」
と直観なさったそうだ。　「縁」ということばが浮
かぶ。
　　　　＊
　7月2日、水曜日。初めて座禅を組む。広い畳
の部屋に、明かりを薄くして、少しだけ線香の匂
いを散らしてある。私のような、初めて座禅をす
る人数人を含めて、20人ほどの人が、空間を十分
とって座る。禅寺の座禅と違って、お坊さんが棒
でみんなの肩を叩くわけでもなく、ただただ20人
が、黙って座るだけだ。腹式呼吸で、息をお腹か
らゆっくり深く吸って、ゆっくり吐く。とても静
かな時間が流れていく。窓の外でチロチロと細く
流れる水の音や、遠くで走る車の音が聞こえる。
　40分たつと、チーンと鐘が鳴って、明かりがっ
き、また賑やかな動きのある時間が戻ってくる。
座禅のあとは、お茶を点てていただき、感想を言
ったり自己紹介をしたりする。場所を移してさら
一3一
に話は続き、夜もおそくなって散会となった。　　　　　　　＊
　　　　＊　　　　　　　　　　　　　　　　　先日、板谷さんがニューヨークで初めて座禅に
　「櫟の会」は、2・3ケ月に一度くらいの割合　　出会われたときの師で、ニューヨーク禅堂の住職
で、泊りがけの座禅の会をやっている。7月12日　　である嶋野栄道老師が来日され、「櫟の会」にい
～13日、小田急線の伊勢原の駅から奥へ入った、　　らっしゃつた。老師は、「続けて下さい。座禅を
丹沢のはずれにある日向薬師という山の中へ行っ　　続けていると、なんとなく、すべてがうまくいく
た。昼すぎからタ方まで、40分の座禅を5～6回　　ようです」と．丁われた。私には、老師が、［なん
行なう。もちろん間に休みを入れて。このくらい　　となく」というところをこころもちゆっくりと、
しっかり座ると、ずいぶん身心から余計なものが　　ていねいに発音されたように聞こえた。
落ちて、すっきりする。とにかく座禅を組むと気
持がい馬　　　　　　　　　　　　　　今日の状況にもの申す
　この日、2回目か3回目の座禅の最中、私は
涙が溢れて止まらなくなってし．まった。　　　　　　　　　　福島ひとみ
　まずふつうに座って息を深くした。呼吸がだん
たんゆっくりになって、からだが落ち着いてくる。　　たとえは10年前と現在を較べて状況が「良くな
すると、今までどんなに自分の心身に力がはいつ　　つた」という人間とそうは言わない者がいる。私
ていたかに気づいた。全身に力を入れて周囲の人　　など日々ひしひしと危機感を募らせている一一人前
々を拒絶していた。寄ろうとする人々をはねつけ、　が、革新政党員の中にすら「良くなった」と言う
ひ　と
他人をすべて自分から遠ざけ、あげくに孤独にお　　人間が少なくないのには愕然とする。今、（ジャ
ちいり、悲鳴をあげていた。私はひとりだ……と。　一ナリズムにもてはやされるような仕方では）お
　曇り空でうす暗い6畳の茶宰に、数人の人か座　　よそ誰からも顧みられず、その意味で不幸なのは
っている。私のまわりには人かいるではないか、　　良心的知識人であり哲学という領域だろう。大衆
　　　　　　　　ひとり目の前に、隣りに。孤独で1ない。私の固い自我　　がいかに浮かれていようともこれはやはり危機的
が他人をはねつけ排除していただけだ。自分で目　　状況であるとξわねげなるまい。なぜなら、ナチ
隠しをしていただけだ・・…。そんなことが頭の中　ス支配下のドイツでも軍国主義．ドの日本でも、大
を駆けめぐり、涙が溢れてしまった。　　　　　　　衆は決して不幸ではなく（もしくは不幸を実感で
　座禅が終わり、みんかに、　；ふつうなら人前で　　きなかった、、不幸なのは良心的知識人であり、
泣くなんて恥ずかしいことなのに、な遣か、ここ　　哲学という領域だったのだ（ドイツでも日本でも
では泣いてもいい……という気かしてきて、泣き　　大衆はウソの戦勝報告に酔って浮かれていた）。
やもうとしなかった」と つた。誰かが、…この　　だから私達は！．ともと危機的状況を見通す能力の
場が、支えているんftよ　！二冒つた。みんt；の顔　　ない大衆が幸福であるかどうかなんてことにはあ
がやさしく見えた。　　　　　　　　　　　　　まり振り回されない方力よい。問題なのは、危機
　座禅の最中なんて、おそらく、各自が最も深く　　的状況に警鐘を打ち鳴らせる良心的知識人や哲学
自分じしんの内奥に集［：削．てい，恥たろう。そこ　　という領域がどういう位置におかれているかであ
に、他人の涙を支えあうような無形の何か、深い　　る（我々はいかなる世紀においてもこれを擁護し
安らかさとでもいうような、場の雰囲気が生まれ　　なければならない）。その意味で現在は戦時下と
るというのは、不思議なことだ。　　　　　　　　変わらない最悪の状況であると言わねばならない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一4．一
だが、．．一方では実際に立場が有利になった人間も
いることは否めない。　「良くなった．」という人間
には概して女性が多いが、私達はこれをどう見た
らよいのだろう？日本に限って言えばフェミニズ
ムをとってみても、10年前と現在では社会からの
「注目のされ方」がまったく違う。たとえばフェ
ミスト達よ、全共闘が暴れていた頃と現在ては活
動が格段にやりやすくなったことは認めるところ
ではないだろうか。あの頃はそもそも当紙のよう
な草の根的なフェミニズムのミニコミ紙が出るこ
とも考えられなかった。確かに当時の、ノンポリ
学生の唯一の娯楽はマージャンといった時代に較
べると現在は極彩色的に明るい。だがその明るさ
をも覆いつくしてしまうほどの癒しがたい虚しさ
を、誰が否定できるだろう。女にとってはうっと
うしい時代であったけれども、人の心の絆は現在
ほど無機的ではなかったし、社会主義的な連帯に
寄せる希望もまだまだ凍結してはいなかった。現
在の「フェミニズムの時代」は何とも空虚な、冷
えきった、内容のない状況になってしまったので
ある。それは社会主義的な連帯を築いていたかっ
ての「男の頑張り」に私達の「女の頑張り」がま
だまだ追いついていない、もしくはとって代わる
ほどの勢力を持ちえていないということなのだろ
う。我々の「フェミニズムの時代」は決してそん
な中途半端なものであってはならない。私は、今
は未来への生存を可能にせしめる「義務としての」
危機感を人の心に喚起する一種のスケープゴート
が必要なのだと思っている。それも早急に。
（放っておいたらこの傾向はますます増長される
と思うから）
　そのスケープゴートの台頭によって、小市民的
な平和がもたらすところの子ども同士の陰湿ない
じめやゲートボールなどに象徴される老人達の哀
れな競争原理が少しでも克服できるものならば、
私達が、なってやろうではないか1なぜなら私達
はどのような敵ともたたかうことができるから。
それだけの力を持っているから。
　かってそれを自ら引き受けていた男について今
言えることは彼らが一様に苦しまなくなったとい
うことだろう。私の好きなドストエフスキー、ロ
レンス、カミュらの思想家に共通しているのはい
ずれも敬虐なキリスト教徒であり、生涯神への愛
憎に苦しんだということである。彼らは神の存在
を信じ愛さずにはいられなかったが、それは同時
に人類を我が背に庇い単身つるぎを構えて神が呈
示したこの世の不条理とたたかう、つまり神ぞの
ものと対決することでもあった。
（今、神との対決を試みる思想家など世界のどこ
を捜してもいはしない）
　そして私達女が憧れて憧れてどうしても手に入れ
ることができなかったもの、それはジェット戦闘機
に乗り込むことでもない、選ばれてコロセウムで猛
獣と一騎打ちをたたかうことでもない、月面着陸
を果たすことでもない、それこそこの「神との対
決」だったのである。男がそれを放心し、それゆ
え神が男だけのものではなく、私達女の方が神に
より近く在るのかもしれないことを知った今、私
達は［神との対決」を果たさなければならないの
である。
　私は断言するが今後（少なくとも数世紀に渡っ
て）神と対決しえる思想家は女性の中からしか現
れないだろう。勿論私達は、いつまでもスケープ
ゴートにとどまりはしない。　「今日的状況」とい
う敵を私達の女性性で見据え、必ずや、反撃に出
る日がくるだろう。
　今一度私は言おう、我が同胞、勇敢なるフェミ
ニストよ。私達はもっともっと苦しもう。人類の
母たるべく、神と人間に対してのスケープゴート
として、神に相対し、苦しみ、迷い、倒れるまで
模索しよう。我が苦しみでもって「今日的状況」
を撃てよ1
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初心忘るべからず
杉野順子
　「あなたは、杉野の家の嫁だから1
　まだ結婚しないうちに、わたしは明治生まれの
姑にそういわれた。毎朝、真先に仏様、神棚そし
て荒神様にご飯とお茶をあげるのだと。
　あれからもう何年たつだろう。その姑はここ三
年、脳卒中の後遺症で寝たきり、舅も姑が倒れた
のと同じ頃亡くなった。しばらくの間、病人をか
かえて、引きもきらず仏事が続いた。五十回忌が
済むまで祀るという。この家にいる限り、毎朝、
毎回、この家の祀りごとをしなければならない、
未来永劫、自分とほとんどなじみのない仏を守ら
ねばならないと気づいた時、私は愕然としたもの
である。それは仏教に見られる円環思想のように、
おそろしい。
　宗教は姑にとって自尊心の一つの依りどころで
あった。そしてまたもう一つの依りどころは、礼
儀作法であった。しがない八幡製鉄の一心エの妻
にとって、娘時代に奉公先で習い覚えた作法はプ
ライドの一つであった。
　そういえば、もう十五、六年前になるが、将来
結婚を誓いあった男友達の家に来た私は、座って、
手をついてお辞儀をしないということで、非難さ
れた。今から思うと何十年も住んできたあばら家
の住人にとっての、それがやっとのことでプライ
ドを支えてきたものであったのだろう。その時の
私の弁明の書とでもいうべきものが先日、本の間
から見つかった。えらく気負った文ではあるが、
まさしくそこには私の「初心」がしたためられて
いた。お目にかけよう。
　ところで、21日の口論についてあれからずっと
考えどうした結果、このままでは見動きできなく
なるという危惧に達し、失礼かとは思いますが、
あえて筆をとる次第です。初めは驚きと憤りを感
じながらも、黙ってそっとしておくつもりでおり
ました。が日を経てもこのことが念頭を去らず、
どうしても解決したいと思い始めたこと、かっ、
近い将来、私のお母様となるべき方の言いぶんで
すから、どうしても自分の問題として考えざるを
えないということに気づいたのです。
　挨拶のしかた云々の詳いぶんを考えて、私なり
に、なぜそのような事をしなければならないのか
考えてみました。玄関に立つ前に挨拶をしておく
べきだ、かっ、それが一般常識であるということ
について、私はやはり色々と、そちら及び現代社
会の状況から考えて、どちらでもよい些細な問題
に思われます。即ち、もはや、家父長権は昔日の
ごときでなく、家中で最も良い場所に家長が座り、
その前に客が対座し、用事を済ませて、丁重に、
何度も挨拶し、客はいとまごいをするという状況
ではないからです。それほどまでに形式にこだわ
らねばならない程、人間と人間の触れあいという
ものは弱いものであり、互いの善意は信じあえぬ
ものなのでしょうか。なるほど「親しきうちにも
礼儀あり」という言葉があります。がその意はあ
くまでも、わけへだてのない親しいものの間でも、
お互いを人間として尊重することに立って行為せ
よ、という意味に解したいと思います。
　また名占屋における私の行為に対する批判は、
不当と思われます。初めて会った宮崎夫妻（姉夫
婦）については、随分とお世話になり、恐縮しな
がら感謝しておりましたし、それで私が挨拶しな
かったというのは当たらないと思います。私の感
謝を表す行為が杉野さんの影に隠れて、十分伝わ
らなかったのだというのなら、私は自分の行為の
至らなかったことをお詫びしたいと思います。
　私は父の仕事の関係から、様々な土地で、その
土地に密接に結びつくことなしに生活してまいり
ました。そこで私はその土地々々の習慣にとらわ
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れることなく学び、生活し、コスモポリタン的考
え方を身につけたように思います。なるほど、自
分の±地に結びついている人に比べて、そのよう
な私の在り方は弱いものかもしれません。が私は
自分では、それよりもずっと広く、かつ高いもの
に根づいている、もしくは根づきっっあると思っ
ております。即ち、それは、洋の東西、古い、新
しいの問題ではなく、文学、歴史、様々な人間生
活の領域において、先人たちによって築きあげら
れてきた世界です。私は自分の後の世代の人々の
ためにも、自分たちの子供のためにも、新しい世
界を創らねばならないと信じております。内的、
外的世界を問わず、少なくとも、その第一歩を歩
みたいと思っております。自分たちの子供、ない
し後の世代の人々にさらに努力してもらうために
も、余分な衝突に彼らがカを尽くすのを、少しで
も減じたいと思っております。
　考えてみれば、この世の中で、自分の所有物と
いうのは一切ないように思われます。自分自身さ
え、この己の存在さえ、人間というものの普遍的
な存在の環の、小さいながらも一部をなすもので
あり、人間として認められるべきものであり、自
分でいながら自分でないのです。そのような意味
から、自分の命さえも自分の意にならぬものであ
り、自殺は許されず、他人の命も又奪うことは許
されないのです。人を殺すことは悪いことだとい
う社会通念が生まれたこと、また、殺人は被害者
と被害者の親族の間の、血で血を洗う復讐から公
的に冷せられるようになったことは理由なきこと
ではなく、まさにこの人間観に基づくものなので
す。それ故、どんなにつまらない生でも、命ある
限り生きること、それも精一杯生きることが要求
されるのであり、あらゆる人間の根源的苦悩、悲
劇は、ここに始まるものなのです。
　自分の子供でさえ自分のものではなく、まさに、
人間として、人間全体のものなのです。確かに以
前は「嫁入り」という言葉に象徴されるように、
嫁となる女子は、実家から婚家に所有が変わるこ
とを意味したかもしれません。それ故、まさに、
結納金の習慣は、人が、人をお金で買って結婚（即
ち、所有）することの名残りなのです。ただ人々
はその成りたちを忘れて、ただ習慣としてあると
いう、ただそれだけの理由で、行っているにすぎ
ないのです。
　以上、私の考えは、お分かりいただけたでしょ
うか。このような手紙を書くこと自体、非常識と
言われるかもしれません。それならまだ分かって
いただけないのです。
　60、70の年を過ぎても、かえって私たちが啓発
されることの多い人々を、私は知っております。
そして、人と人は、努力をすれば、その気になれ
ば分かりあえるものであると、信じております。
　今読むと気恥ずかしいような内容であるが、ま
だほとんど、世間の生活を知らないまっすぐな気
持に、今の私は驚いてしまう。ここ何年間か同居
して、私の考えをとても理解するような人ではな
いと肝に命じたのであるが、この時はまだそれを
信じている。あれから随分私もすれたものだとい
う感慨を覚える。本当に、この「初心」忘るべか
らずである。
私にとっての罪と救い
六斉堂　美智子
　　　今、フェミニスト神学では、パウロからイエス
　　へと言われている。私自身が私にとっての罪とそ
　　こからの救いを求めて、自分自身に問い続けて来
　　たことをここにまとめてみた。
　　　何故に初期の神学兄たちはアダムとイブに罪の
　　根源を見たのであろうか。それは罪がまさに人間
　　存在の生きるということに根源的に付随したもの
　　であるからにちがいはないが、しかし、何故、イ
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ブがアダムを誘惑した事に罪が発生するのか。あ
るいは人はイブの中に罪の発生をみたのか。結局
は罪は罪を見た人の問題なのだ。そしてそれはカ
フカにおける「おきて」の問題であるからだ。罪
は「アダムとイブ」の中にではなく自分自身の中
にパウロと共に罪の原点をさがしに行かなければ
ならない。パウロの「罪．」について、今さら私が
述べる必要もないであろうが、しかし、クリスチ
ャンであるという事は、私自身がどの様に生かさ
れていくか、の問題であり、パウロの罪は同時に、
私自身の生きるという事に、根病的に結びついた
罪である。それゆえ、「わたしは自分のしてい7
事がわからない。なぜなら、わたしは自分の欲す
る事は行わず、かえって自分の憎む事をしている
からである」というパウロの言葉が自分の問題と
してよみがえる。ただ、パウロが男で私が女だと
いうところに、私が、　「女にとっての罪1を問わ
なければならない点が存在する。パウロは肉の中
に罪を見た。母によって産み出された肉の中、女
によって受けつがれる生命、いやむしろ、生命を
つなごうとするいとなみそのもの、すなわち、個
体保存本能及び種族保存本能の中に罪の本質を見
た。Aeウロの女性観を、時代背景及び、彼のおか
れた状況の中にのみもとめるのは、いささか問題
であろうと私は思う。むしろ、パウロの罪の自覚
は肉体の中にとじこめられた自己の中に、大地母
神の中にあった。原罪が、種族保存のほとんどと
いっていい部分をになう女、すなわちイブのアダ
ムへの誘惑に発生する。さらに状況を整理してい
うと、たった一つの生存個体の中にあり、その個
体をそれ自身たらしめるところの自我が、産む
（SEX）という行為によって、永遠に生き続ける
遺伝子が伝える本能を、罪にさだめている事に他
ならない。罪はまさに原罪となる。言いかえれば、
それは、パウロの心の中において、「父」である
律法が、「母」である肉を断罪しているのだ。「も
し律法が『むさぼるな』と言わなかったら、わた
しはむさぼりなるものを知らなかったであろう。
しかるに、罪は戒めによって機会を捕え、わたし
の内に働いて、あらゆるむさぼりを起こさせた。
すなわち、律法がなかったら、罪は死んでいるの
である。」「律法を行なうことによっては、すべて
の人間は神の前に義とせられないからである。律
法によっては、罪の自覚が生じるのみである。」
今までパウロと嘗いて来たが、正確にはサウロと
呼ぶべきであろう。パウロはイエス。キリストに
よる救いを受け新しく生まれた者（まさに彼にと
っては、一度罪の中に死に、新たに生まれたとい
う、しびれる程の感覚であったろう）の名前であ
るからだ。この名前が変わるという事は、パウロ
の信仰を象徴している様に私は思う。「私は神に
生きるために、律法によって律法に死んだ。わた
しはキリストと共に十字架につけられた。生きて
いるのは、もはや、わたしではない。キリストが、
わたしのうちに生きておられるのである。」　イエ
ス・キリストの十字架上の死による罪の許しは、
決して「父」と「母」の和解などではない。「父」
と「母」を越えた「主なる神」の愛による許しで
あり、「母」は、断罪される「母」ではもはやな
い。　「母」が断罪されるならば、断罪する「父．」
も主からみれ．ば同罪なのだ。それ故、罪の許しに、
本来、男女差のあろうはずはない。「人が義とさ
れるのは、律法の行いによるのではなく、信仰に
よる」というのが、パウロの信仰の中心をなすも
のであるが、これは男役割、女役割等による、人
人の階級化を否定しているとみなされるべきであ
る。人間を役割をはたすモノと見た場合、例えば、
父として有能な者と父としての勤めをはたし得な
い者とに階級を作り、又、父の役割をはたす者、
母の役割をはたす者を階級で分ける。このことは、
すなわち行為によって人を分けているのに他なら
ない。しかし、パウロは書いている。「義人はい
ない。一人もいない。」「だから、ああ、すべて人
をさばく者よ、あなたには弁解の余地がない。あ
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なたは他人をさばく事によって、自分自身を罪に
定めている。」　しかし、ここで注意すべきなのは、
役割による階級化を否定していても、役割そのも
のまでの否定はしていないことである。それ故、
しばしばパウロはキリスト教の男女差別のルーツ
と見られている。しかし、パウロは、妻に対し夫
につかえよ、また従者に対し主人にっかえよと書
いた時、「神はかたより見ることをなさらないj
と述べている。夫が妻より上位者、主人が従者よ
り上位者とは決してみとめてはいない。では何故
つかえよと命ずるのだろうか。それは、すべてを
神の御計画として受け入れる事を求めているのに
他ならない。神に対し、自分自身の自我をくだき、
すべてをさしだせと、すべてを神にあけわたした
とき、キリストの十字架によって罪はあがなわれ、
キリストの復活と共に再びよみがえるというイエ
ス・キリストによる救いにあずかるのだと言って
いる。そしてそれは、パウロが体験した復活のキ
リストとの遊遁による回心を述べている。このこ
とが、逆に、イエスの救いを精神面のみに限定し、
現実の不合理な人権抑圧や差別を是認する、霊肉
二元論として、権力者に都合よく利用され、教会
もまた、権力を利用し、教会のカをのばして来た。
その歴史は歴史として十分に認識されるべきであ
るが、しかし、今一度パウロに立ち返ったとき、
自分をとりまく状況を、自我によって知覚される
主観的世界としてとらえたとき、自我をつきくす
し、　「．キリストにある私」としての、他人に対し
て開かれた、より大きな自我として再生したとき、
知覚される状況もまた、それにともなって変化す
る。すなわち、単に気持のもちようとか、死後に
救いを求めるのでなく、救いが現実に存在する。
現実の生活における欲望の充足が、決して本当の
救いにつながらないことは、それぞれ各人が体験
していることであろう。人が本当に救われるため
には、どうしても現実の苦悩の中で、自我がくだ
かれねばならない。パウロはそのプロセスをこう
述べている。すなわち、「患難は忍耐を生みだし、
忍耐は練達を生み出し、練達は希望を生みだすこ
とを知っているからである。そして希望は失望に
終ることはない。」　このことの持つ二つの面、す
なわち救いとしての面と、権力と教会との利用し
合いという面を、一体どうしたらいいのだろうか。
やはり、イエスへ回帰せねばならない。しかし、
パウロをすててイエスへと戻るのではなく、その
後半生を通じてイエスを求め続けたパウロと共に、
イエスを求めるのである。最後に、キリスト教徒
に対する激しい迫害の中で書かれた「ヨハネ黙示
録」は次の言葉で終わっている。　「主イエスよ、
きたりませ。主イエスの恵みが一同の者と共にあ
るように。」
フェミニズムの現在と未来
大越愛子
　国連婦人の10年が終わってもフェミニズムの勢
いは衰えていない。これを幸いにもといえないの
は、フェミニズムの隆盛は、女の状況のよりいっ
そうの悪化と、今やフェミニズム以外にまともに
時代にぶつかっていく主義主張が皆無であること
の反映だからである。しかしフェミニズムとて時
代を斬る独自の理論をもちえているわけでもない。
マルクス主義、エコロジー、ポスト構造主義など
の外部の思想をとりこ：みっつ、理論形成にとりく
む他はないという困難な事態のゆえに、そこにさ
まざまな論争が生じる余地があるのである。
　86年7月19日、20日にわたって、京都の社会教
育センターで「フェミニズムの現在と未来」とい
うテーマでシンポジウムが開かれた。現在フェミ
ニズムの理論最前線にいる上野千鶴子氏、江原由
美子氏、金井淑子氏の3氏を迎えて、これまでの
日本における女性運動の総括と、女性のおかれた
現状況の分析と、きたるべき未来に対する女性解
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放の戦略などについて話しあわれた。
　近著「女性解放という思想』で70年代における
ウーマン・リヴ運動のもつ意味とその位置づけを
行って、高い評価をえた江原氏は、戦後の女性運
動の軌跡を近代と反近代という観点から再構成し
て、現在フェミニズムが陥こみっつある反近代主
義の罠について、痛恨をこめて警告を発した。現
代日本の女と男の喜劇的状況をシニカルに観察し、
みごとに図式化しつつ、フェミニスト理論家とし
て頂冠な解放戦略を紡ぎ出していく上野氏は、フ
ェミニズムの諸要求を巧妙にとりこんで、抑圧状
況を拡散し、不可視のものへと変容していく現代
資本主義の隠された悪意を暴露してみせた，．人類
5000年のフェロゴセントリズムを、そこから排除
され続けた女性性（フェミニテ）においていかに
脱構築していくかを模索する差異派フェミニスト
である金井氏は、女性抑圧の心意的構造を明らか
にし、排除されかつ収奪され．つくした女性の主体
形成の困難さと、それでもなお唯一残された道と
しての身体性を軸とした女性主体の再建の必要性
を力説した。
　こうして並べてみると、いかにも難解な諸理論
の展開とみえるが、3氏が各自各様の角度から明
らかにしょうとしたのは、フェミニズムの諸要求
を先取りして見事に内部へと回収し、よりいっそ
う自己増殖を企てる現代日本資本主義の恐るべき
構造である。女性の社会進出への要求は、一方で
は男以上にやる気と能力をもつキャリア。ウーマ
ンを、他方では低賃金、使い捨てのパート労働に
甘んじる主婦層を必要とする資本の要求と∪つた
り一一致していた。働くのはいやだが外の世界にぶ
れたいといノセ婦の増加によって、カルチャー産
業、スポーツ産業などが栄える。女性解放の風潮
に背を向けて子育てに専念しようとする主婦には、
受験産業があおりたてて、完壁な未来の産業心惑
の育成へと向かわせる。女性の主体的選択なぞ見
せかけにすぎず、全て現代資本主義のてのひらの
内、それどころか、新たな女性市場をいかに利用
しつくさんかという舌なめずりの前にさらされた
格好な獲物にすぎないのだ。
　現代日本資本主義の巧妙な戦略に対してフェミ
ニズムの側は全く無力である。　「女性階級」の．可
能性がマルクス主義フェミニズムの視点から出さ
れたが、このように分断化、細分化された現在の
女性の状況の下では、見果てぬ夢にとどまろう。
女性を何重にも封じこめるために資本主義が次々
とおくり出す多様な情報、記号の氾濫に対し、個
個の女性がどこまで差異化の運動を続けることが
できるかを問う方が現実的であろう。
　フェミニズムの未来的戦略をたてるよりも、む
しろ今後．よりいっそう予想される資本主義の攻勢
にどう対処していくべきかの問題が、よりせっぱ
つまった事柄として論者の口に上った。女性の意
識変革、社会参加への流れによって空白化した底
辺部への第三世界の女たちの流入にどう対処して
いけるのか？　日本の女たちを差別者にしたてあ
げることにおいて、その被差別性を忘却させよう
とする資本主義の狡猜さを暴露する方法は何か？
単に女であることだけで安易に連帯することが許
されないような、国際的分断状況を超える道が開
かれるのか？
　もう一つ明らかにされた日本資本主義の戦略は、
自民党の大勝の下で復活するであろう日本主義と
の野合である。イリイチを日本的文化風土に応用
して、日本的母性主義のイデオローグとなるべく
聖点した長谷川三千子氏の最近の言動は、日本文
化の見直しという国家的な風潮とあいまって、フ
ェミニストたれに不快感を与えている。
　欧米のフェミニズムは、2000年余女たちを支配
し続けた父権的一神教の抑圧体系との知的格闘の
中から形成された。欧米フェミニズムの輸入段階
にとどまる現代日本のフェミニズムにおいて、日
本的母性主義の抑圧体系との知的格闘が未だ十分
になされていないことが指摘されねばならない。
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近年におけるポスト・モダン思想の安易な流行は、
近代の自己否定としての「日本的なるもの」の幻
想が再び亡霊の如くにたち現われてくる危険な土
壌を用意している。　「日本的なるもの」の登場に
何故男性知識人が弱いのかという問いに対しては、
それが日本的母性主義を背景としているからと答
えられよう。それゆえ日本的母性主義を基盤にも
つ「日本的なるもの」、1日本主義」の悪夢の如き
再登場に対して戦うべき主体となるのは、日本的
母性主義の下で最も抑圧されるであろう女たち、
フェミニストたちでなければならないのだ。
　今フェミニズムの集会での討論の中で明らかに
されていくのは、めざすべき女たちの明るい未来
ではなくて、女たちに束の間の幻想を与えること
によってよりいっそう女たちを収奪しつくそうと
する、現代資本主義の恐るべき社会システムであ
ることが多い。だが知りすぎることが解放幻想に
ひたることを不可能にするだろうという悪魔のさ
さやきに、女たちはもう耳をかさないだろう。知
りすぎることによってどんな辛い状況におちいる
としても、女たちは自分の眼で見、自分の頭で考
えぬくことをやめないだろう。フェミニストであ
ること、という唯一かちとられた女の主体形成へ
の道程から退くことはもうできないのだから。
神谷美恵子の宗教観
　　　の基盤をなすもの
岩田澄江
　神谷美恵子（1914　1979）は精神科医、それも
ハンセン病患者のために働いた医師であったこ
とが良く知られている。著作の中では、長期にわ
たって精魂こめて書かれた『生きがいについて』
が最も広く読まれていよう。最近の新聞に、少年
院にいた一人の暴走少年がこの本に出会って、繰
り返し読むことにより生き方が変り、医師になっ
たという記事があったが、このことからも深く広
い影響をこの書が与えていることが解る。
　美恵子の宗教的背景としては、無教会主義とク
エーカー派のキリスト教があった。だが母の弟、
金沢常雄が主宰していた無教会集会の一員であっ
た「青年前期まで」に、この派から受けた影響を
後の彼女は「固苦しく形式にとらわれた無教会主
義」（著作集9巻、81頁）、「あのせまい偏屈な
宗教のために口も手もしばられていた1（10巻、
59頁）という風に概して否定的に書いている。終
始控え目でおだやかな印象を与える美恵子の文章
の中では珍しい個所と言ってよく、そこに自分を
縛っていたものに対する憤りにも似た嘆きが表わ
されている。母はクエーカーであり、一家にとっ
て「祖父的存在」であった同じくクエーカーの新
渡戸稲造の影響も見逃せない。
　21才の時に結核の診断を受け、22オで再発とい
う、山荘で一人療養する冬の時代に、彼女にとっ
て「一冊の本」となるマルクス・アウレリウスの
『自省録』に出会う。この書によって（自分の外
にあるものの受けとめ方）と（過去も未来も問題
でなく、現在だけをよく生きる事に専念せよ）と
いうことを、アウレリウスから直接語りかけられ
ているような思いで学んだ、という（9巻、89　一
91頁）。
　女性は良妻賢母として生きるべきであって、「そ
れも幸福になるためではなく、来世へ行くまで、
生活を通して「神のみ栄をあらわすため』である」
（9巻、77頁）という叔父の教えなどを聞くにつ
け、「他律的に悲しみの刻印を負わされてしまっ
た者」という自己理解から結婚しないに限るとい
う結論を出してしまっていた美恵子は、「涙の谷」
であるこの世をどう生きるべきか、なぜ生きねば
ならないか混迷の中にあった。その彼女に現世を
大切に積極的に生きるべきことを教えたのが、ア
ウレリウスに加えて三谷隆正だった。又以下のよ
うな意味でも、三谷は良き師であった。　「私にと
一11一
って何より新鮮だったのは、内村鑑三先生の弟子
たちの集会がセクト化し、排他的になって行くの
に対し、（三谷）先生は何にもとらわれないよう
な、広い、闊達なところを持ちつづけておられた
ことであった。……ずっとのちに、愛生園で働く
ようになったとき、私が知らず知らずモデルにし
ていたのは三谷先生のこの態度だったと思う。一
つの宗教の中でだけ通用する暗号のようなことば
使いを避けようと努めたのである。」（9巻、83頁）
　奇跡的に病いが癒えた後も、5年間は結婚を考
えないようにと言われた美恵子は、24才で米国に
留学しギリシャ文学を学ぶのだが、母のすすめで
フィラデルフィア近郊のクエーカーの学寮、ペン
ドル・ヒルで1939年2月一6月の間過すことにな
り、これが彼女の「長いモラトリウムの中でも最・
も貴重な部分」（9巻、99頁）となる。
　「彼らは決して伝道しようとしない。むしろ他
の宗教や考えかたから学ぼうとする。私のP，H滞
在中でも、仏教、ヒンズー教、ヨーガ、野菜食主
義など、さまざまな宗教やイデオロギーの代表者
が来訪して講演し、私たちと親しく討論して行。，
た。以上は無教会主義からみれば、非難されるべ
きことばかりかも知れないが、私にはまさに新し
い自由な世界だった。」（9巻x102頁）　このペ
ンドル。ヒルでの毎朝の沈黙の礼拝は彼女にとっ
てホッとする経験だった。なぜかといえば、それ
まで「じつに多弁な宗教の世界でもみくしゃにな
っていたからである。」（6巻、2・4　5　fi）「クェ
ーカーでは好んで『内なる光』ということを重視
する。つまり、すべての人間の心の中に神的なも
のがある、という考えである。この光ということ
は、私がかつて絶望のどん底力ら救われたあのふ
しぎな光と同類のものとしか思われなかった。そ
の光の性質や内容が人によって異なるのも当然と
思った。従って毎朝の礼拝時の三十分聞、私は身
じろぎもせず、あのふしぎな体験を再体験してい
たと言えよう。一1（9巻、111頁）
　以上あげた無教会、病気体験、M．アウレリウス、
三谷隆正、ペンドル・ヒルー沈黙の礼拝（神秘的
なもの）などの諸要素が神谷美恵子の宗教観の全
体を考える上での重要な基盤である。これに加え
て小学生時代のスイスでの経験、大自然の中に自
己を一本の草のように溶けこませ得る資質、ハン
セン病者との出会い、そして精神医学をも、大切
な要素としてあげねばならない。美恵子は一般的
にキリスト者と考えられているかもしれないが、
無教会を去ったからといってクエーカーになった
のでもなく、著作集に当ってその肉声をきくなら
は、その信仰がのびやかで独自なものであり、い
かなる宗教、教派、又いかなるイズムにも属さず、
それらを乗越えたものであったことが解る。その
内容については次号で書いてみたい。
　注）『神谷美恵子著作集』全10巻、別巻1、補巻2
　　みすず書房
　あとがき心燈κγ「一・£一昏C一ツン潔一一
　今号は関東で編集を担当しました。6月に行っ
た発会記念シンポジウムの報告書を印刷、発行し
てすぐにとりかかったのですが、同時にスウェー
デンの女性たちを主体とする「平和の旅」の運動
にも全面的に関わりましたので、仕事に追われる
数円月でした。関東では2～3カ月に一度、例会
を持つことになりましたが、距詩的に離れている
私たちが交流できるのはこの紙面しかありません
ので、他人に伝えたいこと、自分の思っているこ
とを、どしどし発表してください。原稿は随時受
付けていますので、いずれかの連絡先にお送りく
ださい。　「フェミニズムと宗教」という未開拓の
領域にどう接近し、またそこから何を引き出して
いくかは、この会のメンバー次第ですから、積極
的にかかわってくださるよう期待しています。
　なおシンポジウムの報告書「フェミニズム・宗
教・平和．1は会員でない方には一部500円（〒170
円）でお頒けします。（A．0．）
　関東地区次回例会　12月13日（土）午後2時
　於飯田橋婦人情報センター
・一P2一
